
第２回 さっぽろ バイオクラスター 国際シンポジウム

Ｂｉｏ－Ｓについて
Ｂｉｏ-Ｓでは既存の医薬品・機能性食品・サプリメントのカテゴリーにとらわれず、

新たに開発する新素材のメリットを複合的に活用して製品化することを目指しています。

＊Bio-Sは文部科学省知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）のひとつとして2007年からスタートした産学官連携プロジェクトです。
平成２２年度からは、文部科学省　イノベーションシステム整備事業　地域イノベーションクラスタープログラム　グローバル型（第Ⅱ期）に名称変更致しました。

健康科学産業の可能性の探求
さっぽろバイオクラスター構想“Bio-S”が見つめる先には、健康科学産業クラスターの創出という大きなテーマがあります。

それは北海道において多彩な健康科学産業が、１本の枝に実るぶどうの房のように、有機的に結びつきながら発展することです。

Bio-Sは、その中核拠点として食と健康に関する先端的な研究を担っています。

サイエンスで果たす社会への貢献
私たちが目指す健康科学産業の成長のためには、

新素材の科学的な評価の基盤をつくること、事業化できる特許の出願・取得など知的財産を得ること、

産学官が連携して能力向上を図り、人材を育成することが不可欠だと考えています。 

研究開発コンセプト
◇ オール北海道による“基礎から実用研究までの産学官連携体制”の確立 

◇ 北海道の農水産物からの有用素材と成分の実用化 

◇ 最先端の分析技術と評価システムによる優れたバイオマーカーの探索 

◇ 臨床における科学的エビデンスに基づいた食品および素材の開発 

◇ 高機能食品の開発による難治性疾患への予防医学的対応 

2010年11月25日㈭

札幌プリンスホテル・国際館パミール 3F
（北海道札幌市中央区南3条西12丁目）

日 時

会 場

200名

必要事項（御氏名・所属・役職・連絡先電話番号、連絡先メールアドレス、交流会参加の有無）を明記の上、

11月15日（月）までに、 e-mail（k-cluster@noastec.jp）へご送信ください。
または添付の申込書にご記入の上、FAX：011-757-2289 までお申し込み下さい。

※さっぽろバイオクラスター“Bio-S”のホームページ（http://www.bio-sss.jp/）でもご案内しております。

※申込書の個人情報は当シンポジウムならびに交流会の参加手続及び本事業の連絡以外の目的で使用することはありません。

シンポジウム 13：00～17：50（大　沼）

交　流　会 18：00～19：30（屈斜路）

主　　催： さっぽろバイオクラスター“Bio-S”、財団法人北海道科学技術総合振興センター（ノーステック財団）
共　　催： 北海道、札幌市、経済産業省北海道経済産業局、北大リサーチ＆ビジネスパーク推進協議会
後援（予定）： 北海道大学、札幌医科大学、旭川医科大学、北海道バイオ産業 クラスター・フォーラム
協　　力： 北海道バイオ工業会

2nd Sapporo  B io  C lus ter  Internat iona l  Sympos ium-2010

 札幌プリンスホテル　国際館パミール　
 （北海道札幌市中央区南３条西1２丁目）
  Tel： 011-241-1111

■ 新千歳空港から

・JR新千歳空港駅から快速エアポート(15分毎運行)で札幌駅まで36分。
・空港連絡バス：乗場JAL13番・ANA24番より乗車→
  札幌プリンスホテルタワー下車、70～80分。
・タクシー利用：新千歳空港から高速道路利用で平常時1時間。
  料金：約￥13,000～14,000(高速料金込)

■ JR札幌駅から

・地下鉄 『南北線：真駒内行』で大通駅乗替え→
  『東西線：宮の沢行』 西11丁目駅→徒歩約３分
・タクシー　約８分
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お問い合わせ先
（財）北海道科学技術総合振興センター　知的クラスター推進室（村上・中野）
ＴＥＬ：011-757-2288　 ＦＡＸ：011-757-2289 　e-mail: k-cluster@noastec.jp

申込方法

定員

会場案内図
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第２回 さっぽろ バイオクラスター 国際シンポジウム

13：00～13：10 開会の辞 ････････････････････････････････････（財）北海道科学技術総合振興センター
 　　　　･････････････････････････････････････････････････････････････ 北  海  道

13：10～13：15 来賓挨拶 ･･････････････････ 文部科学省科学技術・学術政策局 科学技術・学術戦略官  増子 　宏

13：15～13：25 開催にあたって ･･･････････････････ さっぽろ バイオクラスター “Bio-S”  事業総括  鈴木 文夫

18:00～19：30
札幌プリンスホテル　国際館パミール　3階　　屈斜路　
会費：3,000円（会費は当日会場受付にて申し受けます）

プログラム 【同時通訳あり】

本シンポジウムでは、食の領域でのクラスターづくり及び産学連携に携わっている、北米・欧州・オセアニアの関係者から基調講演をいただき、

パネルディスカッションでは、今世界で話題となっている健康表示をテーマに内外の動向を踏まえて討論していただく予定です。

札幌周辺を核とする道央地域に大学等の「知」をベースにした健康科学産業クラスターづくりを目指す我々は、このシンポジウムをベースと

しながら、国際連携を更に深めていきたいと考えております。産学官の関係者のご参加をよろしくお願い致します。

Prof. Rickey YADA
所属　カナダ グエルフ大学教授

略歴
1984年ブリティッシュ・コロンビア大学食品科学分野で博士号取得。
卒業後、カナダ・グエルフ大学アグリフードプログラム研究部門副代表、食品科学部門長として同業団
体長となり現在に至る。
カナダ食品タンパク質機構研究部教授・部門長、AFMNetリサーチディレクターを兼務。
数多くの国レベル・国際レベルの研究に関する賞の審査会・委員会にも名を連ねている。
1992～1998年まで、国際的な食品研究雑誌の編集長を務め、最近では複数の雑誌の編集委員をしながら
「北米の食品科学の動向」の編集も行っている。
カナダ・食品科学技術機構及び国際食品科学技術学術団体・共同体の評議員でもある。
著作としても、複数の本の章や140以上の出版雑誌に及んでいる。

Dr. Kieran ELBOROUGH

略歴
スコットランド・ダンディー大学で微生物学・微生物遺伝学の学位取得。その後インペリアル・カレッジ・
ロンドンにて博士号取得。
彼の専門分野は多岐に亘っており、微生物学・ガン研究の生化学・植物分子生物学・脂質生化学・ビオ
プラズマ・植物や反芻動物のゲノム研究・国の環境保護機関で遺伝子組換え・危害物質の規制など幅広く
活躍中。
2004～  ニュージーランド政府・環境リスク管理局ディレクター。
2009～  NZ植物・食品研究所の Science-Food innovationのゼネラルマネジャー兼務。
2010～  Biopolymer Network Ltd. のディレクター兼務。

Mr. Geoffroy TRINH

略歴
パリ政治学院で修士課程を修了後、ヴィタゴラ・クラスターに参画。経済学を専攻し、「フランスの
競争的優位性と魅力」が専門である。
国際的活動として、カリフォルニア大学ロサンゼルス校で研究活動を行い、日本でフランス貿易業務
に従事した。
現在、ヴィタゴラ・フレンチフードクラスター 国際開発・アジア地域代表。

※（ヴィタゴラ・フレンチフードクラスターは、農作物ビジネスに「味覚―栄養―健康」に関する科学的
研究に特化したフランスのクラスター。）

所属　ニュージーランド プラント＆フード リサーチ インスティテュート ゼネラルマネジャー

所属　フランス ヴィタゴラ 国際開発担当

　Ⅰ　基調講演　“知から実用化へ、世界の事情紹介” 

①13：25～14：10　「機能性食品研究でのネットワーク」 
　　　　　　　　　　 ････････････････････････････････････････ カナダ グエルフ大学 教授　Prof. Rickey YADA

②14：10～14：55　「ニュージーランドでの食品商品化への研究戦略」
　　　　　　　　　　 ････ ニュージーランド プラント＆フード リサーチ  インスティテュート ゼネラルマネジャー　Dr. Kieran ELBOROUGH

③14：55～15：40　「ヴィタゴラでの消費者を第一に考える革新的戦略（味覚・栄養・健康）」
　　　　　　　　　　 ･････････････････････････････････フランス ヴィタゴラ 国際開発担当　Mr. Geoffroy TRINH

　Ⅱ　パネルディスカッション　“健康表示について”  

15：55～16：00 　挨拶･･･････････････････････････････････････････････････････経済産業省北海道経済産業局

座長：さっぽろバイオクラスター“Bio-S” 事業総括　鈴木 文夫

（１） 16：00～16：40　パネリスト招待講演　

　　 ①「健康表示の科学的根拠に関する国際比較」････････････････ 名古屋文理大学健康生活学部　教授　清水 俊雄

　　 ②「健康表示の日本及び北海道の取組み」････････････････････････････北海道バイオ工業会　会長　小砂 憲一

（２） 16：40～17：40　パネリストによる意見交換

パネリスト：

○グエルフ大学 教授 ････････････････････････････････････････････････････････････････　Prof. Rickey YADA

○プラント＆フード リサーチ インスティテュート  ゼネラルマネジャー ･････････････Dr. Kieran ELBOROUGH

○ヴィタゴラ 国際開発担当 ･･･････････････････････････････････････････････････････････ Mr. Geoffroy TRINH

○名古屋文理大学健康生活学部 教授 ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 清水 俊雄

○北海道バイオ工業会 会長･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 小砂 憲一

○ILSI JAPAN（特定非営利活動法人 国際生命科学研究機構）････････････････････････････････････ 橋本 昭栄

17：40～17：50　閉会の辞 ････････････････････････････････････････････････････････････････････札  幌  市

15：40～15：55　休　憩

　Ⅲ　交流会 


